
 

～新渡戸記念の～  

『言葉の院外処方箋』 
                新渡戸稲造記念センター 長 樋野興夫 

 

第 23 回『「新渡戸稲造 精神」〜 「人生とは、心の持ち方」 〜』 

 

2020年 9月 20日の日曜日午後は、定例の「東久留米がん哲学外来 inメディ 

カル・カフェ」であった（添付）。 コロナが、いつ収束するのか、不明の 

時、参加者にとって、オンライだけでなく、プライバシーの懸念もあり、対面 

の必要性、重要性を改めて痛感した。「個性が引き出される」とは、何かを肌 

で感じた。 いつか、「カルフォルニアがん哲学外来 in USA」が、展開される 

予感もした。「過度な自粛`vs 軽度な自粛」ではなく、狭き門の「真の執成者 

であり調和者」である新渡戸稲造 (1862-1933）の精神が鮮明に蘇ってきた。 

 

終了後、「読書会」に向かった（添付）。「読書会」は、2007 年 12月 9日に 

開始され、早、13 年が経った。 今回は、『武士道』（新渡戸稲造 著）の「緒 

言」であった。 5 巡目であろうか！ 「把握、洞察、ならびに視野の広さをも 

って 優雅にかつ力強く書き現した」、「範囲の拡がるにしたがって ますます 

強度に」「最新の科学と最古の学問とに通じている」、まさに「人生とは、心 

の持ち方」の「新渡戸稲造 精神」の復習の時ともなった。 日々勉強である。   

 

次回（10 月 11 日）は、[「新渡戸稲造 武士道 120 周年記念」、新渡戸稲造 

『武士道』/ 内村鑑三『代表的日本人』読書会 13 周年記念、東久留米がん哲学 

外来 in メデイカルカフェ 12 周年記念、東村山がん哲学外来メデイカル・カフ 

ェ 6 周年記念『春の街道旅から 秋の落合川散策へ』] が企画されている（添 

付）。 スタッフの真摯な熱意には、ただただ感服する。  これこそ、『もし 

かすると、この時のため 〜 一貫した生き方 〜』の実践ではなかろうか！ 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 



 

 

  



 

 

 

 

 

 

新渡戸稲造 武士道 120 周年記念 
新渡戸稲造「武士道」/内村鑑三「代表的日本人」読書会 13 周年記念 

東久留米がん哲学外来 inメディカルカフェ 12 周年記念 

東村山がん哲学外来メディカル・カフェ 6 周年記念 

春の街道旅から  

秋の落合川散策へ 

流れる湧水の音や鳥のさえずりに耳を傾け、落合川の秋の風情を感じ 

体の距離は、離れていても、心の距離が近くなる散策 

みんなで東久留米の水辺を歩いてみませんか？ 

2020.10.11（ 日）  

15 時 東久留米駅改札口集合 

落合川から六仙公園散策 

16 時 45 分解散 17 時頃東久留米駅到着 

小雨決行 雨天中止時は当日朝 7 時までに連絡予定 

予約時に連絡先をお知らせく ださい。  

当日までの体調管理をお願いします。  

当日は、 検温し必ずマスク着用く ださい。  

歩きやすい服装。 滑り やすいので靴は歩きやすいもの。  

飲み物を持参く ださい。  

当日連絡先 09065420310 （ 小林）  


